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ＡＡ．吸込トラブル

01. ポンプ内・吸込配管内に取扱液が充満していない ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

02. 吸上げ液面が低過ぎる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

03. NPSHAが不足している（NPSHA＜NPSH3） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

04. 取扱液に空気を含んでいる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

05. 吸込配管中に空気溜りがある ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

06. 吸込配管から空気を吸い込む ＊ ＊ ＊

07. スタフィングボックスから空気を吸い込む ＊ ＊ ＊

08. 吸込配管中の圧力損失が大きい ＊ ＊ ＊ ＊

09. 吸込配管先端が液中に十分に浸かっていない ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

10. フラッシング配管が詰まっている ＊ ＊ ＊

ＢＢ．システムトラブル

11. 回転速度が低過ぎる ＊ ＊ ＊

12. 回転速度が高過ぎる ＊ ＊ ＊

13. 回転方向が逆である ＊ ＊ ＊ ＊

14. 全揚程が必要な全揚程よりも大きい ＊ ＊

15. 全揚程が必要な全揚程よりも小さい ＊ ＊ ＊ ＊

16. 密度が定格と異なる ＊

17. 粘度が定格と異なる ＊ ＊ ＊

18. 小流量過ぎる運転である ＊ ＊ ＊

19. 不適切な並列運転である ＊ ＊ ＊ ＊

20. 吐出し弁の開度が小さすぎるか、閉塞している ＊ ＊ ＊ ＊

ＣＣ．機械的トラブル

21. 羽根車に異物が詰まっている ＊ ＊ ＊ ＊

22. ポンプと駆動機の心ずれが大きい ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

23. 基礎が弱い ＊

24. 主軸が曲がっている ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

25. 固定側部品と回転側部品が当たっている ＊ ＊ ＊ ＊

26. ウェアリングが摩耗している ＊ ＊
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27. 羽根車が損傷している ＊ ＊ ＊

28. 軸受が摩耗して主軸が偏心している ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

29. 回転体の不釣合い量が大きい ＊ ＊

30. 主軸または軸スリーブがｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ部で摩耗 ＊ ＊ ＊

31. グランドパッキンが適切に組み込まれていない ＊ ＊ ＊ ＊

32. グランドパッキンを締め過ぎている ＊ ＊ ＊

33. 冷却水配管が詰まっている ＊ ＊ ＊ ＊

34. 軸受にグリースを詰め過ぎている ＊ ＊

35. 潤滑油が不足している ＊ ＊

36. 軸受ﾊｳｼﾞﾝｸﾞに供給する冷却水量が不足 ＊ ＊

37. 軸受が汚れている ＊ ＊

38. 軸受が錆びている ＊ ＊

39. 軸受が適切に取り付けられていない ＊ ＊


